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取り扱う ζ とに失敗したという， いまにして思えばあの書物の理論的部分
































2) 金事VIpp. 2. 2~ 
3) 全集V p. 17. 
4) 全集四 p.176. 

























































第 1図 ロパートソンの調整ルーチンとケインズD調整ル チン
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i労働者階級の消費=総雇用量×貨幣賃金山 1消費支出額~:~~~， r~.~~::f~j~，~='I'C'FEErn~/' Y'-rTl n .ill- ~ fを計算せよ


























NC 消費財部門での雇用量 CL 労働者階級の消費額
N'投資財部門での雇用量 CK 非労働者階級の消費額
EC 消費財部門で発生する所得 ET 投資財部門で発生する所得〈投資〕
〔消費財生産の基本方程式〕
ptCx Q，C=Ct=Et_l-St=ECe_t + (EI'_l-St) 
消費財の売上=消費支出額=所得貯蓄=消費財部門生産費+(利潤〕




7) Robert:sou (1926) 


































投資財生産拡大に伴う雇用増分を iJNとすれば， 第 l期には (1+m)日N，C




+ (l+m)四(N/+iJN)ー {間四(N/+N/+iJN)←CK} 
第 2， 3項より， 利潤は wiJN となるので， との部分にも正常価格で応えられ
るように次期の産出置はiJN/(l+m)だけ増産される。それに伴い第2期の基
本方程式は，
P，C{N.C + iJN/ (l +m)} ~w{NoC十 iJN/ (l +m)+N/ +iJN}+CK 
~(l +m)w{N.C十iJN/ (l +m)}
+(1十m)日 (N/+iJN)
[m即 {N.C + iJN / (1十m)+No'+iJN}-CK] 

























上図では初期条件i.VoC=20，N/=20 w=10， m=O.lそして，N~10 として













回 dNでスタートしたわけだが， その行きつくところをみれば， 消費財部門で
の dN/閉山雇用増加に伴う (1十m)叩dN/mの所得増加が生じている。 w貨
幣論』の頃のケインPぐには「乗数」という概念は明確には意識されてはいなか


























P/x Q/二 E1t_L+Clt-Elt-l) 
「貨幣論」り理論構造 (603) 101 
であり J 第 2項の「利潤」が発生すればそれと問符号の方向に次期以降の生産
量を調整しようとする点については，消費財部門の場合と全く同じである。し
かし各期の消費支出の大きさはその前期の生産水準に結ひ、ついて波及のノレーチ






















10) 全集V p. 129訳書 p.146
11) Ibid. p. 162訳書 p.186 




























13) Ibid. p. 143訳書 p.16':司
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